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草
の

根
エ

コ

運
動
の

現
状
と

課
題

　
　
　
　

立
正

佼
成
会
の

環

境
配
慮

活
動

ー深

　
田

　
伊

佐

夫

　
一

九
八
〇
年

代
前

半
を

境
に、

ヒ

ト
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
圏
域
で

発
生

す
る

環
境

問
題
へ

の

問
題

意
識
が

高
ま

り
、

政
治
・

経
済
・

技

術
・

資
源
・

エ

ネ
ル

ギ
ー
・

文
化
な
ど

、

社

会
の

各
分
野
か
ら

の

取
り
組
み

が

行
わ

れ
る

よ

う
に

な
っ

て

き
た

（

二

十
一

世

紀
警

告
委
員
会

二

九
九

七
、

電

力
中
央
研
究
所

二

九
九
八

、

西
川

二
一

〇

〇

二
、

産

経
新

聞
東

京
社
会
部
冖

二

〇

〇

七
）

。

　

同
時
に、

社
会
の

各
分
野
と

並
び

、

宗
教
界
か

ら

の

環
境
問
題
に

対
す

る

問
題
意
識
も

高
ま
り、

諸
宗
教
の

宗
教
的
価
値
観
を

背
景
と
し

た

環
境

倫
理
の

提
唱
と

啓

発
（
溝
口

ら
冖
、

一
〇

〇
六
）

、

自
宗
教
の

教
義
と

信
条

に

基
づ

く
環
境
問
題
へ

の

具
体
的
な
行
動
を

展
開
す
る

（

谷
口

ら
冖

二

〇

一

〇）

な
ど

の

方
向
性
が

確
認
で

き
る

よ

う
に
な
っ

て

き
た

。

　

さ
ら

に、

二

〇
一

〇
年
に

は

有
識
者
と

宗
教
者
に

よ

り
「

宗
教
・

研
究

者
エ

コ

イ
ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ
」

が
結
成
さ
れ、

同
年
十
一

月
の

第
一

回
シ

ン

ポ
ジ
ュ

ウ

ム

開
催
を
契
機
に

、

宗
教
界
の

環
境
問
題
に

対
す
る

具
体
的
な

啓
発
活
動
が

展
開
さ

れ
始
め

た
。

　

教
団
単
位
の

動
向
で

は
、

聖

教
新
聞

社
（
創
価
学
会
内

部
組
織）
・

生

長
の

家
・

立
正

佼
成
会
・

霊
友
会
が、

ISO14001

の

認

証
を

受

け
、

教

団
の

環
境
倫
理

確
立

、

法
人
組

織
の

環
境

経
営
の

促
進

、

自
教

団

の

環
境
活
動
の

体
系
化
と
、

環
境
方
針
の

内
外
へ

の

官
三 ．一
口

が

行
わ
れ

た
。

　

こ

う
し

た
、

宗
教
界
か

ら
の

環
境
問
題
へ

の

取
り
組
み

は、

宗
教
社
会

学
的
な

視
点
（

井
上

ら

二

九
九
四
、

稲
場
ら
冖

二

〇

〇

九）

か
ら

み

れ

ば、

宗
教
者
・

教
団
の

果
た

す
社
会
貢

献
活

動
に

内
包
さ
れ
る

活
動
と
し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る
。

　
そ
し
て
、

政
治
・

経
済
な
ど

の

社
会
の

各

分
野
か
ら
の

主
な

取
り
組
み

が
社
会
構
造
・

社
会
制
度
の

改
革、

技

術
面
の

開
発
を
志

向
し
て

い

る

の

に

対
し

、

宗
教
界
の

そ
れ
は

人
間
の

意

識
改
革
と

、

諸

宗
教
が
歴

史
的
に

継

承
し
て

き
た

宗
教
倫
理
を、

環

境
場
面
で

実
践
す
る

こ

と
に

重
き
を
置

く
性
格
を

有
す
（
深
田
冖

二

〇
一

〇）
。

ま
た
、

前
者
が
比

較
的
規

模
の

大
き
い

行
政
・

企

業
レ

ベ

ル

を
対

象
と

し
た

活
動
で

あ
る

の

に

対
し

て、

後
者
は

個
々

の

人
間
を
対

象
と
し
た

宗
教
倫
理
の

啓
発
と

実
践
が
中
心
で

あ
り、

い

わ

ば

草
の

根
レ
ベ

ル

で

の

環
境
活
動
で

あ
る

と

も
受
け
止
め
ら

れ

る
。

　

環
境
問
題
の

本
質
的
な

解
決
を

図
っ

て

行
く
上

で

は
、

社
会
の

各
分
野

と

社
会
を

構
成

す
る

人
間
の

意
識
と
い

う一
．

つ

の

側
面
か
ら、

環
境
問
題

に

対
す
る

意
識
と

行
動
の

乖
離
を

解
消
す
る

取
り
組
み

が
必
要
で

あ
る

。

こ

の

こ

と
か

ら
、

人
間
の

心
の

問
題
を
扱
う
宗
教
者
・

教
団
が、

環
境
問

題
の

分
野
で

人

間
の

心
と

意
識
に

関
す
る
問
題
に

取
り
組
む
こ

と
は
意

義

あ
る
こ

と

で

あ
る

と

考
え
る

。

　

そ
こ

で
、

本
報
で

は
、

環
境
問
題
の

本

質
的
な
解
決
に

向
け

、

宗
教
を

含
む

精

神
的
・

道

徳
的
側

面
か
ら

の

環
境

問
題
へ

の

取
り

組
み

の

可

能

性、

社
会
の

中
で

宗
教
界
が
果
た

す
使
命
と

役
割、

求
め

ら

れ
る

活
動
展

開
に

つ

い

て

考
察
を
試
み

る
。

考
察
は、

環
境
問

題
へ

の

特
微
の

あ
る

取

り

組
み

を

継
続
し
て

い

る

立
正

佼
成
会
の

環
境
配

慮
活

動
の

事
例
調
査
を

通
し

て

す

す
め

る
。

考
察
は

 
草
の

根
エ

コ

と
し
て

の

性
格
　
 
草
の

根

活
動
と
し

て

の

社
会
貢
献
の

二

点
に

つ

い

て

行
い
、

結
言
と
し

て

今
後
の

課
題
を
述
べ

る

こ

と

に

し
た

い
。
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